
第３回 日本穿刺ドレナージ研究会

■ 日 時： 2017年6月17日(土) 13:15～18:45

■ 会 場：グランフロント大阪 ナレッジキャピタルカンファレンスルーム

【受付開始 (デバイス展示)】 12:45～13:15 (研究会開始前に開場)

【一般演題 Ⅰ：ドレナージ (12演題) 】 13:15～15:10

【スポンサードセミナー1 】 15:10～15:20

【スポンサードセミナー2 】 15:20～15:55

【一般演題 Ⅱ：穿刺 / その他 (12演題) 】 15:55～17:55

【特別講演】 18:05～18:45 

「 伝えたい！胆道IVRテクニックの理論と感覚

－ 35年 延べ1500手技の経験を基に －」

※最優秀演題賞, 優秀演題賞発表

(全一般演題の中から投票)

【事務局】 日本穿刺ドレナージ研究会 事務局 都島放射線科クリニック 内

TEL : 06-6923-3501 E-mail: sendore@osaka-igrt.or.jp

URL：http://puncture-drainage.kenkyuukai.jp/about/

JR大阪駅より直結・・徒歩3分
会場TEL：06-6372-6477
http://www.kc-space.jp/conference/

日本IVR学会専門医更新単位 5単位, インターベンションエキスパートナース(INE)更新単位 10単位

協賛：Cook JAPAN株式会社

(タワーC 8階)

（ ハンズオン(穿刺針, 防護板など), 機器展示, 休憩：15:35-15:55 )

「 CTガイド下穿刺専用被曝防護板（かまくら）の開発」

Tower C Office
ｶﾞﾗｽの入り口へ進む

ナレッジプラザを
横断し右手奥へ

エスカレーターにて
１Fに降り直進

エレベーターを降り
右手へ進む

エントランスホール奥
左手エレベーター
(A･B共)にて8Fへ

JR中央北口
アトリウム広場

2F連絡デッキより
北館へ直進

演者：都島放射線科クリニック IVRセンター長 保本 卓 先生

協賛：ホクシンメディカル

「 Transjugular liver access and biopsyの有用性」

( ハンズオン(穿刺針, 防護板など), 機器展示, 休憩：17:55-18:05 )

ワークショップ：15:20～15:35, ハンズオン：15:35～15:55

演者：大阪市立大学 放射線科診断学・IVR学/放射線腫瘍学講師 山本 晃 先生

演者：西奈良中央病院 放射線科 吉岡 哲也 先生

座長：慶應義塾大学 放射線科 助教 井上 政則 先生
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